
令和５年度学校評価 アンケート結果分析について 

 

 ２学期に実施した学校評価アンケート（保護者・地域）で、職務を担当している教職員が話し合

って分析しました。アンケート結果を、今後の教育活動に生かしてまいります。ご協力ありがとう

ございました。 

 

１ 生活指導関連 

 

 

【生活指導部の教職員による分析】 

⚫ 例年、虎の巻を配布し、家庭にも学校の決まりを周知していることが、肯定的な意見につながっ

ている。 

⚫ 毎朝、週番が門前で登校指導をしていることが、肯定的な意見につながっている。 

 

 



２ 研究関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究推進部の教職員による分析】 

⚫ 毎週末の学級通信の発行。写真を入れることにより、学校の様子が伝わっている。コロナ禍 

以降の動画のアップ、「classroom」の活用も有効である。 

⚫ 定期的な学校公開。行事や学校公開を通して学校の様子を見ることができ、保護者の安心に 

つながっている。 

⚫ 保護者からの要望に対し、真摯に丁寧に対応していることが、肯定的な意見につながっている。 

⚫ 日々の連絡帳、面談、電話対応において、話をよく聞き丁寧に対応している姿を見て、「誠実に

対応している」と感じてもらえていると考える。 



３ 特別活動関連 

 

【特別活動部の教職員による分析】 

⚫ 特別活動の一連の流れの積み重ねにより、安心して意見を言える雰囲気や期待感があり、 

学校生活が明るくなった。 

⚫ たてわり班活動により、異学年の関わりが増えると同時に、児童の居場所が一つ増えた。 

 

４ 保健体育関連 

 

【保健体育部の教職員による分析】 

⚫ コロナ感染症・インフルエンザ予防もあったため、習慣化した。 

⚫ 低学年は特にしっかり行っているため、肯定的な意見が多かった。 

 


